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口絵図 1.	
 2011 年 4 月 11 日いわき地震（Mw6.6）による地殻変動を示す干渉画像（上）と

地殻変動を説明する断層モデル（下）．複数の断層がほぼ同時にすべったことを示唆する．

Fukushima	
 et	
 al.	
 (2013)	
 ．	
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口絵図 2.	
 （上）InSAR により捉えられた 2008 年西濃豪雨に伴うマイクロ波の対流圏遅延

シグナル（A）．コンターは，降雨レーダーから得られた降雨強度．（下）数値シミュレーシ

ョンにより得られた遅延シグナルを説明する水蒸気分布．Kinoshita	
 et	
 al.	
 (2013)	
 ．	
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口絵図3.	
 （上段）新燃岳のカルデラ内における溶岩ドームの成長を示すPALSAR強度画像．

撮像日は 2011 年 1 月 18 日から 30 日．（中段）数値標高モデルから得たシミュレート強度

画像．（下段）ドームを楕円体の上部と仮定して推定された標高図．数字はドーム上端の標

高．この楕円体ドームのモデルから，溶岩ドームの体積変化等が見積もられた．Ozawa	
 and	
 

Kozono	
 (2013)	
 改変．	
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口絵図 4.	
 2011 年東北地方太平洋沖地震に伴い生じた火山地域の沈降を示す干渉画像．	
 

(b-f)秋田駒ケ岳，栗駒山，蔵王山，吾妻山，那須岳を含む地域の拡大図．この沈降は，火

山地域の構造不均質を反映していると考えられる．Ozawa	
 and	
 Fujita	
 (2013),	
 Takada	
 and	
 

Fukushima	
 (2013,2014)．	
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口絵図 5.	
 ユーコン地域における氷河流動速度分布．2時期の ALOS/PALSARデータを用
いたオフセットトラッキング解析により，氷河流動速度の時空間変化を明らかにした（左：

2010年 2月 10日と 3月 28日，中：2006年 12月 30日と 2007年 2月 14日，右：2008
年 1月 14日と 2月 29日）．Abe and Furuya (2014) 改変.  
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口絵図６．十勝岳における ALOS/PALSARデータを用いた時系列変化（2006−2010）． 
StaMPS（Hooper et al., 2004）による PS-InSAR解析の結果，62-2火口周辺で衛星に近
づく方向の変位が検出され，GNSS測量結果（気象庁，2013）と調和的であることが確認
された．三浦ほか (2014) 改変． 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Analysis  by  JMA  from  ALOS  raw  data  of  JAXA  /  METI  

（a）シーン全体  

（b）拡大図（赤枠内）  
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口絵図７．口永良部島における ALOS/PALSARの複数軌道データを用いた InSAR時系列
解析による 2007年 10月 27日から 2011年 5月 7日までの準上下成分と東西成分の地殻
変動時系列．準上下成分では，新岳・古岳付近において 2か所にピークをもつ局所的な隆
起が見られ，東西成分では，東山麓が東進，西山麓が西進する地殻変動分布が検出された．

小澤 (2014) 改変. 
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1. はじめに	
 

本報告書は，我が国の SAR 研究グループ（PIXEL：PALSAR Interferometory 
Consortium to Study our Evolving Land surface）の活動の中核的な枠組みとして立ち
上げた「SARを用いた地殻変動研究」（2012-B-01）について，平成 24年度から平成 26
年度までの活動と成果についてまとめたものである． 
これまでの経緯について以下簡単に述べる．PIXEL は，2005 年に日本の地殻変動研
究者間で ALOS/PALSAR データを共有することを主目的として，東京大学地震研究所
の共同利用研究の枠組みを利用して立ち上げられた．合成開口レーダー（SAR）干渉法
による地殻変動の検出は，当初軍事目的で開発された SAR技術から発展し，1990年代
にはヨーロッパ，カナダ，アメリカなどで SARを搭載した衛星が次々と打ち上げられ，
次々と SAR干渉法による地殻変動研究が行われるようになり，地殻変動において一般的
な手法と認識されるようになった．一方，日本においても，1992年には JERS-1，2006
年には ALOS，そして 2014年には ALOS-2が打ち上げられるなど，SAR衛星の開発に
おいては，世界をリードしてきたといっても過言ではない．また，植生の多い地域や山

岳等の場合でも地表面まで到達可能な L バンド SAR を搭載してきた経緯を考えても，
SAR 干渉法による地殻変動の検出の有用性及び重要性は十分認識されていたと言える．
しかしながら，SAR 解析ソフトの導入の困難さや SAR データ購入に係る高額な費用の
ため，SAR の利用については一部の大学や研究機関に限られており，我が国の SAR を
用いた研究は停滞していた．この状況の打破を目指し，気軽にかつ簡単に SAR干渉解析
が利用できる環境を構築するため，東京大学地震研究所（ERI）と宇宙航空研究開発機
構（JAXA）の間で共同研究「ALOS/PALSAR 干渉処理による地震火山活動に関する地
殻変動の検出とその高度化」を通じて，JAXAからの SARデータの提供を受け，本研究
課題に参加することにより利用可能となる仕組みを構築した．なお，ERIと JAXA間の
共同研究は，平成 26年度から第四期の研究課題「ALOS-2/PALSAR-2(ALOS/PALSAR)
干渉処理による地震火山活動等に関する地殻変動の検出とその高精度化（時系列解析）」

が進められている． 
これまで，一期目「衛星リモートセンシングによる地震火山活動の解析」（2006-B-06；
平成 18〜20年度；代表者古屋正人），二期目「SARを用いた地震火山活動に伴う地殻変
動の検出」（2009-B-02；平成 21〜23 年度；代表者小澤拓）と続き，本研究課題は三期
目にあたる．前二期の活動内容及び成果については，各々報告書がまとめられているの

で，そちらを参考にされたい．2011 年５月に ALOS が運用停止となり，本課題立ち上
げ時には，国産の SAR衛星は存在していない．しかしながら，初期から活動の中心とし
てきた PIXEL の活動の枠組みにおいて，アーカイブデータを利用して様々な研究が進
められてきた．特に，本研究課題期間では，多数のデータを同時に解析する時系列解析

の研究が盛んに行われ，これまでに蓄積してきた SARデータを有効に活用した事例が多
く見られる．また，これまでは地震や火山噴火に伴う地殻変動研究者が多くを占めてい
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たが，新たに雪氷分野でも SAR干渉法の有効性が実証されるなど，本研究課題の自然科
学分野に貢献するところは非常に大きいといえる．さらに 2014 年５月には新しい L バ
ンド SAR 衛星である ALOS-2 が打ち上げられ，より高分解能のデータが提供されるよ
うになり，今後ますます本研究分野の進展が期待できる． 
本報告書の第二章では PIXEL の活動概要について記載し，第三章及び四章において
は，PIXEL参加機関による研究の要約と成果リストを，また，第五章には参加者リスト
を示した．そして，最終章で総括と今後の展望について述べる．また，巻末には別紙と

して，2014年 9月に開催された成果報告会の講演スライド集を付加した．さらに，口絵
として，この３年間に得られた成果のごく一部を掲載した． 
本共同研究の推進にあたっては，ERI-JAXA間の共同研究契約に関する諸手続きをは
じめ，SIGMA-SARソフトウェアの使用についてお許しを頂くなど，JAXA/EORCの島
田政信博士の多くの御助言や御尽力なしでは成立しなかった．また，JAXA/EORCオー
ダーデスクのスタッフ及び JAXA宇宙利用ミッション本部の方々には，PIXELへのデー
タ提供及び各種の事業手続きに関して御尽力頂いた．東京大学地震研究所の井本良子さ

んをはじめ，青木陽介博士，同所事務部の研究協力スタッフには，本課題に関する諸手

続きや予算管理等で大変お世話になった．東北大学研究推進本部 URA センターの福島
洋博士には，本課題研究の一，二年目の代表を務めて頂き，本課題の取りまとめの多く

は彼に依るところが大きい．PIXEL参加者代表者を代表して関係者各位に深い感謝と敬
意を表したい． 

平成 27年３月 
気象研究所	
 地震津波研究部 

	
 安藤	
 忍 
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2. PIXEL の活動内容	
 

2.1. データ共有	
 
ERI-JAXA 共同研究を通じて，JAXA から PALSAR データの提供を受けている．取
得されたデータについては，全国共同利用研究所である東京大学地震研究所のサーバに

保管され，特定共同研究 Bの参加者間で共有されている．第三期の ERI-JAXA共同研究
からは，年間 800シーンを無償提供頂いており，ALOS-2打ち上げ後に締結された第四
期からは，ALOS-2/PALSAR-2 については年間 300 シーン，ALOS/PALSAR について
は年間 500 シーンを無償提供頂いている．共有データ保管サーバにアクセスするには，
本課題研究に参加した上で，アカウントを取得する必要がある． 
データ注文の仕組みは，以下の通りである．PIXEL コアメンバーで AUIG のログイ
ン名とパスワードを共有し，PIXELメンバーがデータを注文したい際は PIXELコアメ
ンバーに依頼をする．担当の PIXEL コアメンバーは，データをダウンロード・アップ
ロードしたら，PIXELのメーリングリストでアップロードしたデータに関する連絡をす
る． 

PIXELメンバーが「気軽に解析してみる」ことができる環境が SAR利用研究の裾野
拡大にとって重要であるという信念のもと，フレキシブルでシンプルなシステムで運営

している．共有データの地域は特に限定せず，メンバーが解析したいデータは基本的に

すべて受け付けている．また，ダウンロードサイトには，データが存在する地域が一目

でわかるよう，地域リスト（図１），パス・フレームで分類したリスト（図２）が用意さ

れており，さらに図１の地域リストでカテゴリを選択した場合にはサムネイル表示もさ

れるようになっている（図３）． 
2014 年後半には ALOS-2 のデータも提供されたことから，利用者がよりアクセスし
やすいように，トップページを整備するなど環境構築に努めている． 
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図１：PIXEL 共有 PALSAR データの地域リスト．	
 

	
 

	
 

図２：PIXEL 共有 PALSAR データのパス・フレームごとのリストの一部．	
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図３：PIXEL 共有 PALSAR データのサムネイル付きリストの一部．	
 

図１で青字のカテゴリを選択すると表示されるようになっている．	
 

 
2.2. 解析ソフトウェア講習会	
 

現在，商用ソフトウェアに比して遜色のない無償の InSAR解析ソフトウェアがいくつ
も公開されており，この傾向は今後より顕著になると考えられる．PIXELの趣旨は SAR
を利用した地殻変動研究の振興であるため，新たに SAR利用研究を行いたい，あるいは
複数のソフトウェアに関する理解を通じ SAR 解析に関する理解を深めたいといった
PIXELメンバーのニーズに応え，基本的に年に一度，講習会を開催している． 

InSAR は基本的に異なる時期に撮像された SAR データの位相情報を用いて撮像日間
に生じた地殻変動を検出する手法であるが，近年は，InSARの基本原理を用いつつ，多
数（数 10〜数 100）のデータを用いて変動の時系列を求める InSAR 時系列解析が主流
的に行われている（図４）．我が国においては InSAR時系列解析の研究があまり進んで
いなかったという状況に鑑み，平成 24年 9月には，A. Hooper 氏（現リーズ大学教授）
らが開発した InSAR時系列解析プログラムStaMPS（http://homepages.see.leeds.ac.uk/ 
~earahoo/stamps/）の講習会を開催し，多くの研究者が永続散乱体 SAR 干渉法

（Permanent/Persistent Scatterer SAR Interferometry,略して PS-InSAR）や分布散
乱体（Distributed Scatterer）に有効な短基線長法の解析手法について学んだ．本講習
会は平成 23年度９月に続き２回目の開催となったが，30名程度が参加した．第 4章の
成果リストには，InSAR時系列解析に関する成果が多く並んでいるが，これはこれらの
講習会の寄与が大きい．また，平成 26 年 2 月には，別の時系列解析ソフトウェアであ
る GiANT（http://earthdef.caltech.edu/projects/giant/wiki）の講習会も開催され 20名
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弱が解析手法について学んだ．さらに，2014 年 5 月に ALOS-2 の打ち上げが成功し，
順調に稼働し始めた平成 26 年 9 月には，防災科学技術研究所の小澤拓博士が開発した
SAR解析ソフトウェア RINCについての講習会が開催され 30名程度が参加した（写真
１）．これまで，国産の SAR衛星が運用される中，国産のフリーの解析ソフトウェアは
存在していなかった．他の商用ソフトウェアが ALOS-2データフォーマットに対応して
いない段階でも，迅速に対応するなど，国内の InSAR解析ユーザーには非常に使いやす
いソフトウェアとなっている．実際に本講習会を受講したメンバーによって，2014年 8
月に噴火した口永良部島や 9 月の御嶽山噴火，さらに 11 月の長野県北部の地震等の解
析が行われ，面的な地殻変動の検出が行われた．本ソフトウェアは，本研究課題に参加

しているメンバーであれば誰でも利用可能であるが，開発者によれば，今後はソースコ

ードも含め一般公開する方針と聞いており，本ソフトウェアが今後の InSAR研究に大き
く貢献することは間違いないであろう． 

 

 
図４：InSAR 時系列解析の概念図．	
 

ある地域について異なる時期に撮像されたデータを用い，変動時系列を推定する．	
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写真１：RINC 講習会の様子（2014 年 9 月 16 日）	
 

 
2.3. 研究集会	
 

講習会と同様に，研究集会も基本的に毎年一度開催してきた．平成 24 年 9 月には，
PIXEL メンバーが中心となり，京都大学防災研究所一般研究集会「SAR 研究の新時代
へ向けて」を開催した．平成 25年 8月には，PIXELメンバーが中心となり，京都大学
防災研究所特定研究集会「SARが切り拓く地球人間圏科学の新展開」を開催した．いず
れも，50 名を超える研究者や学生等の参加があった．平成 24 年の研究集会では米国航
空宇宙局ジェット推進研究所（JPL）の Paul Lundgren博士を招聘するなど，海外の研
究動向把握や国際連携も視野に置いた研究集会を催した．平成 26 年 9 月には，ERI 特
定共同研究 B「SARを用いた地殻変動研究」及び ERI-JAXA共同研究「ALOS/PALSAR
干渉処理による地震火山活動に関する地殻変動の検出とその高度化」成果報告会として

研究集会を開催し約 40名の参加があった．本報告会では，JAXAの島田政信博士の特別
講演を含め 17件の講演があった．以下に当日のプログラムと参加者リストを掲載し，巻
末別紙にスライド集を掲載した． 

 
2.3.1. 成果報告会プログラム	
 

【趣旨説明】 
10:00～10:05    開会の挨拶：安藤忍（気象研） 
【特別講演】（座長：安藤忍） 
10:05～10:35    ALOS-2の最新成果：島田政信（JAXA） 
【地盤沈下】（座長：宮城洋介） 
10:35～10:50    PS-InSAR 解析によって推定されたバンコクの地盤変動と帯水層分
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布：石塚師也（京大院工）・福島洋・辻健・山田康広・松岡俊文 
10:50～11:05    ERS/Envisatで捉えた 1992～2006年の京阪神地域の地表変動：橋

本学（京大防災研） 
11:05～11:20    鹿児島県宮崎県県境付近の地殻変動検出の試み：中尾茂（鹿児島大

理工） 
11:20～11:35    御前崎周辺における差分干渉画像解析のスタッキング結果につい

て：安藤忍（気象研）・迫田浩司・岩切一宏 
【火山】（座長：高田陽一郎） 
13:00～13:15    インドネシア LUSI 泥火山噴火にともなう地殻変動：青木陽介（東

大地震研） 
13:15～13:30    気象庁での SARを用いた火山に関する取組（H24～）：三浦優司（気

象庁）・鬼澤真也・中橋正樹・中村政道・高木朗充・安藤忍・新堀敏

基 
13:30～13:45    DInSARによって検出された霧島山・新燃岳の地殻変動：宮城洋介

（防災科研）・小澤拓・小園誠史・島田政信 
13:45～14:00    ALOS/PALSARデータの解析による桜島火山の地殻変動：山本圭吾

（京大防災研） 
14:00～14:15    SAR 解析による火山活動に伴う地表変動の検出および RINC の開

発：小澤拓（防災科研） 
【地震・氷河・解析技術】（座長：青木陽介） 
14:30～14:45    Fault Source Modeling of October 28, 2008 Earthquake Sequence 

in Baluchistan, Pakistan, by Using ALOS/PALSAR InSAR 
data：Muhammad Usman（Hokkaido University）・Masato Furuya 

14:45～15:00    ダイク貫入時の非地震性横ずれ滑りの検出：2007 年タンザニア北
部：姫松裕志（北大院）・古屋正人 

15:00～15:15    サージ型氷河の静穏期における冬期加速：阿部隆博（北大）・古屋正
人 

15:15～15:30    InSAR水蒸気シグナルは気象モデルでどこまで再現可能か：データ
同化の効果：木下陽平（北大院）・古屋正人 

15:30～15:45    山地における地震間地殻変動検出の試み：高田陽一郎（京大防災研） 
【総合討論ほか】（進行役：小澤拓） 
16:00～17:25    SARが切り拓く地球人間圏科学の新展開：申請の経緯と今後	
 ～新

学術領域研究（研究領域提案型）のヒアリング研究領域の選定結果

を受けて～：橋本学（京大防災研）・古屋正人（北大） 
17:25～17:30    閉会の挨拶：安藤忍（気象研） 
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2.3.2. 成果報告会参加者（ABC 順，カッコ内は所属）	
 

阿部隆博（北海道大学），安藤亮介（東京大学），安藤忍（気象研究所），青木宏憲

（Exelis VIS 株式会社），青木陽介（東大地震研），青山裕（北海道大学），道家
涼介（神奈川県温泉地学研究所），藤井直之（静岡大学），福井敬一（気象研究所），

原田昌武（神奈川県温泉地学研究所），橋本学（京都大学），八戸昭一（埼玉県環

境科学国際センター），姫松裕志（北海道大学），石塚師也（京都大学），木下陽平

（北海道大学），小林茂樹（東海大学），三浦哲（東北大学），三浦優司（気象庁），

宮城洋介（防災科学技術研究所），森下遊（国土地理院），中村光博（NHK大阪），
中尾茂（鹿児島大学），夏秋嶺（JAXA），二村忠宏（RESTEC），及川純（東大地
震研），奥田亮介（京都大学），大串文誉（Exelis VIS 株式会社），小澤拓（防災
科学技術研究所），鷺谷威（名古屋大学），迫田浩司（気象庁），佐藤浩（日本大学），

島田政信（JAXA），高田陽一郎（京都大学防災研究所），高橋温志（京都大学），
田中俊行（東濃地震科学研究所），田中明子（産業技術総合研究所），角田翔（東

京大学），Muhammad Usman（北海道大学），山本圭吾（京都大学防災研究所），
矢来博司（国土地理院），吉見和紀（NHK大阪） 
 

2.3.3. 成果報告会スライド集（別紙）	
 

 

 
写真２：特別講演（JAXA 島田さん）の様子	
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写真３：講演会終了後の集合写真	
 

 
2.4. メーリングリストを通じた情報交換	
 

PIXEL では，メーリングリスト（ML）を通じた情報交換も行っている．共有データ
サーバーにアップロードされたデータに関する連絡は，このMLを使って行われる．そ
れ以外に，研究集会開催の案内，解析ソフトウェアに関する質問や回答，公募・求人情

報などの情報が自由に交換されている．なお，このMLは，自由な情報交換を促進する
ために，ERIの特定共同研究 Bの参加者以外でも，原則参加可能としている． 
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3. PIXEL 参加機関が行った研究の概要	
 

3.1. 平成 24 年度（ABC 順に掲載）	
 
防災科学技術研究所 

PALSARや TerraSAR-Xのデータを用い，新燃岳噴火に伴う同火山の火口内の
変化やチリのLaguna del Mauleカルデラ周辺の地殻変動に関する解析を行った．
後者に関しては，2010年チリ地震に誘発したと考えられる地震に伴う地殻変動が
検出され，さらにその地震の直後から数 cm 程度のゆっくりとした変動があった
ことがわかった． 
 

北海道大学 
InSAR における水蒸気遅延補正や集中豪雨のメカニズム解明を目的に，2008
年 9月西濃豪雨時の三次元水蒸気分布の推定および再現シミュレーション実験を
行った．集中豪雨に伴い，最大 15cm の遅延（見かけ変動量）が発生していたこ
と，集中豪雨は対流現象が大きく寄与していることがわかった．岩手宮城内陸地

震（Mw6.9）に対し非平面形状断層モデルを適用し，断層が曲率を持った複雑な
形状をしていることを明らかにした．SAR強度画像解析によるクンルン山脈，パ
タゴニア，アラスカにおける氷河流動に関する時空間的変化について解析を行い，

変形検出手法に関する知見を深めるとともに，氷河流動の性質を調べた．多くの

場合で流動速度に季節変化があることを見出した． 
 

気象研究所 
JMA-NHM（気象庁非静力学モデル（メソ数値予報モデル））を用い，SAR 干
渉解析結果に対して対流圏補正を施すプロトタイプの手法を提案した．新燃岳噴

火前後の結果に対して定性的な検討を行った． 
 

京都大学防災研究所 
2011年東北地方太平洋沖地震に伴う火山地域の沈降，2011年4月いわき地震，
桜島および口永良部島火山，2011年ハイチ地震・ニュージーランド地震など，幅
広い地震・火山噴火イベントの解析を進めた．特に，いわき地震に関しては，断

層の複雑な形状などを考慮したモデリングを行い，地震に伴い複数の断層がほぼ

同時にずれるという複雑な運動があったことを明らかにした．また，レイテ島に

おけるフィリピン断層・京都盆地および大阪平野・桜島を対象にして InSAR時系
列解析を行い，年間数mmレベルの微小な変形の検出に成功した． 
 

産業総合技術研究所 
InSAR時系列解析により，口永良部火山において山頂火口付近の地盤の膨張を
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示す変動が検知された．得られた変動量は，GPSにより測定された地盤変動量と
概ね調和的であり，大きいところで年間 1cm程度であった．また，強度画像を用
いた変化検出に関する解析技術開発として，氷河の流動速度推定やメコンデルタ

の面積変化の検出なども行った． 
 

東北大学 
前年度に引き続き InSAR時系列解析手法を用いて 2008 年岩手・宮城内陸地震
後の長期的非定常地殻変動に関する解析を進め，断層の余効すべりや地殻の物性

に関する検討を進めた．その結果，断層の余効すべりと地殻および上部マントル

の粘性変形の両方が起こっていたことが示唆される結果を得た． 
 

3.2. 平成 25 年度（ABC 順に掲載）	
 
防災科学技術研究所 

TerraSAR-Xによる霧島山新燃岳，COSMO-SkyMedによる桜島のモニタリン
グを行った．霧島山新燃岳では，噴火活動終息後なお継続している火口内溶岩の

増加と火口周辺の収縮をDInSARにより検出し，そのメカニズムの推定を行った．
また，2011年新燃岳噴火に関する SAR画像を解析し，溶岩の噴出率および粘性
を推定した．さらに，PALSARデータを用いて，八甲田山周辺の地殻変動を調査
した． 
 

北海道大学 
SARデータを用いた断層クリープ検出等の地殻変動の研究のほか，集中豪雨時
の水蒸気の振る舞いや氷河流動の短期的変化に関する研究を行った．氷河流動の

短期的変化は水と固体である氷との相互作用の帰結であり，地震発生における流

体の関与の問題と関連させて考察を進めている． 
 

金沢大学 
白山地域の地すべりに対して，ALOS/PALSARデータを用いた InSAR解析を
適用し，地表面変動量の時系列変化の抽出を試みた．InSAR画像の干渉性改善や
モニタリングデータとの対応性の検討が今後の課題である． 
 

気象研究所 
JMA-NHM（気象庁非静力学モデル（メソ数値予報モデル））による対流圏補
正を霧島山新燃岳噴火前後の SAR干渉解析結果に適用して圧力源を推定した．本
事例は大気伝搬遅延量の空間分布が極端に不均質であったわけではないが，補正

手法適用しない場合と比べて圧力源の 10%程度，体積変化量で 20%近く過大評価
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していることを明らかにした． 
 

気象庁 
火山活動監視・評価に利活用することを目的として，十勝岳・吾妻山・伊豆大

島・三宅島・薩摩硫黄島等の活火山について，ALOS/PALSAR データを用いた
InSAR 時系列解析を実施した．その結果，GPS 観測データと調和的な地殻変動
の傾向を確認した．また，御前崎付近における ALOS/PALSAR データを用いた
InSAR時系列解析により，プレート運動に伴う定常的な地殻変動の検出を試みた． 
 

国立極地研究所 
南極・昭和基地近くのフラッツンガ氷河上流部を ALOS/PALSAR と

TerraSAR-Xで観測し，視線方向の流動速度を求め，その氷河上で GPSにより測
定された流動速度と比較した．その結果，ALOS/PALSARで求めた流動速度とは
大きな差があった．また，グリーンランド北西部氷床を観測した ALOS/PALSAR
データを用いて，氷床の流動速度を求めた． 
 

高知大学 
伊豆大島の最近の火山性地殻変動を解明するため，2006年 6月-2011年 3月の

ALOS/PALSAR画像の PS-InSARを行った．地表の GPS連続観測点の座標時系
列との比較を行った後，北行軌道，南行軌道それぞれの結果を使って 2.5 次元解
析を行った．山頂部の沈降と直下の球状圧力源の収縮を明らかにした． 
 

京都大学防災研究所 
InSAR 時系列解析の結果を GPS データで補正して，跡津川断層周辺域の地震
間地殻変動の検出を試みた．地殻変動シグナルと水蒸気遅延による見かけ上のシ

グナルとの判別が難しく，地形補正（水蒸気補正）の重要性が明らかになった． 
InSAR時系列解析により，レイテ島におけるフィリピン断層クリープの研究を
進め，島の北部と中部で，約 10mm/year のクリープを推定した．また，同じく
InSAR時系列解析により，ニュージーランド南島のアルパイン断層を挟むプレー
ト相対変位および断層近傍の歪蓄積パターンの空間分布の検出に成功した． 

InSAR時系列解析により，京都・大阪地域の地盤変動を明らかにし，活断層分
布との比較を行った．その結果，活断層が地盤沈下回復領域の境界をなすことや，

並行する活断層間の地下の基盤構造と地盤沈下に相関が見いだされることが分か

った．四国の４年間の ALOS/PALSAR 画像の誤差評価を行い，これを補正し，
平均的な変動速度分布を得た． 

InSAR 解析を用い，いわき市周辺での遠方に震央を持つ地震（東日本大震災）
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と内陸直下型で震央が非常に近い地震による地表変状の出現に差があり，地形条

件に大きく依存する例の検証をおこなった．また，地震によって，変位を生じる

可能性のある斜面上に存在する不安定土塊の検出方法を詳細 DEMを用いて検出
する方法の開発を行っている． 

 
産業技術総合研究所 

海氷・湖氷を対象とし，PALSAR や RADARSAT-2 を用いて偏波解析を行い，
その有効性を検証した．また，活火山やデルタ域については，その変動を InSAR
解析や PS-InSAR などの時系列解析を行った． 

 
東濃地震科学研究所 

ALOS PALSARデータをStaMPSのPS手法を用いて，超深地層研究所（MIU）
周 辺 域 の 地 殻 変 動 を 調 べ た ． PIXEL で 入 手 可 能 な 全

Ascending(A)/Descending(D)シーンを用いた結果，A/D両方向で似た変動が得ら
れたことから上下変動成分が卓越する事がわかった．MIU近傍での沈降量は，年
間数mm程度であった．これは，水準測量の結果と矛盾しない． 

 
3.3. 平成 26 年度（ABC 順に掲載）	
 

防災科学技術研究所 
SAR干渉解析ツール（RINC）を作成し，本研究グループ内において公開した．
また，機能の追加・改良を行った．さらに，PALSARデータを用いた時系列解析
から口永良部島の火山活動に伴う地殻変動を検出し，地殻変動モデルを構築した．

海外の衛星 SARデータも使用し，TerraSAR-Xによる霧島山新燃岳のモニタリン
グから火口内溶岩の体積増加を検出し，COSMO-SkyMedによる桜島のモニタリ
ングから昭和火口拡大の様子と島内の地殻変動を検出した． 

 
北海道大学 

PALSAR データに InSAR/Pixel-offset を適用して，2006 年コスタリカの
Chinchona地震，2007年 Tanzania北部のリフティングイベント，2008年パキ
スタンの地震を解析，Alaska/Yukon域，Novaya Zemlyaの氷河流動，集中豪雨
に伴う水蒸気シグナルの検出，電離層でのスポラディックEの検出などを行った． 

 
鹿児島大学 

鹿児島県と宮崎県の県境付近の定常的な地殻変動を面的に明らかにするため，

StaMPS を用いて InSAR 解析を行った．シーンの東半分では GEONET により
求められた地殻変動と調和的な地殻変動のパターンが得られたが，西半分では異
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なっていた．また，大分県九重山における 200７年から 2011 年の地殻変動を
StaMPS を用いて解析した．北行と南行軌道とも八丁原地域で LOS の伸張が得
られた．このため，この地域では沈降が進行していることがわかった． 

 
神奈川県温泉地学研究所 

箱根火山を対象に，群発地震活動に伴う地殻変動や，火山周辺における地表面

変化等の把握を目的とした干渉 SARの解析を実施した．また，2014年 11月 22
日に発生した長野県北部地震に際し，取得された ALOS-2データについて RINC
を用いて緊急解析を行った． 

 
金沢大学 

能登半島の地すべり地に対して，2006 年から 2010 年の間の ALOS/PALSAR
データを用いて InSAR解析を行い，地すべり性斜面変動の検出を行った．また，
解析結果を GPS観測や地表のモニタリング結果と併せ，地すべりの移動特性の分
析を試みた． 

 
気象研究所 

ALOS/PALSAR データを使い，国内主要 47 火山ほか及びアフリカ
nyamuragira などの海外の火山について，干渉 SAR 時系列解析を行い，火山活
動に伴う地殻変動を検出した．また，ALOS-2/ PALSAR-2のデータを使い，御嶽
山などで SAR差分干渉解析を実施し，噴火に伴うとみられる地殻変動を検出した． 

 
気象庁 

十勝岳・吾妻山・伊豆大島・三宅島・薩摩硫黄島等の活火山について，

ALOS/PALSARデータを用いて，InSAR時系列解析を実施し，GPS でも捉えら
れている火山活動に伴うと考えられる衛星視線方向の地殻変動を検出した．また，

2014 年口永良部島噴火後に撮像された ALOS-2/PALSAR-2 データと噴火前の
ALOS/PALSARデータについて，強度画像の比較を行い，噴火に伴う火口周辺の
地形変化を確認した．東海地域においては定常的な地殻変動の検出を試みるため

InSAR解析を実施した． 
 
国立極地研究所 

差分干渉 SAR手法を使って南極やグリーンランドの氷床・氷河の流動計測を行
うとともに，差分干渉 SARに使用する数値地形モデルの改良，2重差分干渉 SAR
手法を用いた非定常変動検出方法の検討を行った． 
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高知県立大学 
公開されたALOS-2の初期観測事例の検討とALOS-2のデータ解析に向けてソ
フトウェアの調査を行った. 

 
京都大学防災研究所 

ALOS/PALSAR データおよび解析ソフトウェア StaMPS を用いた PS-InSAR
時系列解析を桜島火山に適用した結果，桜島北部付近の地盤が衛星視線方向に近

づく変動が検出され，特に 2009年末から 2010年にかけて急速に進行したことが
明らかとなった．得られた地盤変動量やパターンおよびその時間変化の傾向は，

水準測量や GPS観測によって測定された地盤変動とも調和的であった．さらに，
東北地方脊梁山地・アンデス山脈・跡津川断層・飛騨山脈・糸魚川静岡構造線・

山陰の地震間地殻変動の検出を試みた．また，雲仙の崩壊性の変動の検出を試み

た．JERS-1，ERS/Envisatおよび ALOS/PALSARのデータを用いて，兵庫県南
部地震以降の京阪神の変動を追跡した．地震発生以降，大阪平野北部に活断層に

挟まれた地域に沈降が継続したことを示した．ALOS-2/PALSAR-2の画像を用い
て，長野県北部の地震の地殻変動を検出し，すべり分布等を推定した． 

 
日本大学 

東南極地域の白瀬氷河やラングホブデ氷河の流動速度の推定と，同様な手法を

適用してメルツ氷河やトッテン氷河等の流動速度の推定を検討したほか，福島県

の活火山における干渉 SARの効果的な適用を検討するための準備を進めた． 
 
産業技術総合研究所 

航空機および衛星搭載型 SAR データを用いた環太平洋地域の火山帯における
地殻変動の研究のほか，L-band SAR データを用いて主にアジアのメガデルタの
変化に関する研究を行った． 

 
東北大学 

RINC講習会に参加し，同ソフトウェアの使用法等について習熟した． 
 
東海大学 

RINCソフトの講習会への参加，及び，阿蘇・くじゅう山の ENVISAT，PALSAR
デー タを用いた干渉処理を行った．新規導入した SAR時系列解析ソフトの立ち
上げと解析パラメーターの最適化を行った．大学の「衛星測地学」「衛星画像解析

学」の講義の中で，ALOS/ALOS2干渉 SAR・ 偏波解析結果を紹介し，理論や応
用事例について解説した．ALOS／AVNIR-2，PRISM データを用いた，東北地
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方太平洋沖地震に伴う各種正規 化指標の変化と標高との関係について卒業研究
指導した． 

 
東京大学地震研究所 

インドネシア LUSI 泥火山において 2006 年から継続している噴火にともなう
地殻変動の時空間変化を ALOS 衛星から撮像された SAR 画像を解析することに
より明らかにし，地下 1.5km付近に存在すると思われる泥だまりの挙動を明らか
にした． 

 
東濃地震科学研究所 

今後の ALOS-2 データ公開に備え，対応ソフトウェア（RINC）の講習会参加
と解析環境の構築をおこなった．また，岐阜県瑞浪市において近年拡張されてい

る水準測量網の結果が，2007~2011年に得られた ALOSの結果と調和的であるこ
とが判明し，その変動量と花崗岩基盤深度との関係が推測された． 
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東京大学地震研究所, 東京都. (謝辞なし). 

高木朗充, 新堀敏基, 福井敬一, 安藤忍 (2012), 気象庁のSARを用いた火山監視活用, 
京都大学防災研究所一般研究集会（24K-05）「SAR 研究の新時代に向けて」, 京
都大学防災研究所, 京都府. (謝辞あり). 

田中明子 (2012), L-band SAR を用いた沿岸域のモニタリング, 京都大学防災研究所
一般研究集会（24K-05）「SAR研究の新時代に向けて」, 京都大学防災研究所, 京
都府. (謝辞なし). 

田中明子, 山本圭吾 (2012), PS-InSAR 時系列解析による口永良部島火山の地殻変動, 
日本地球惑星科学連合 2012 年大会, STT57-P04, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞あ
り). 

山本圭吾 (2012), 干渉 SAR による桜島および口永良部島火山の地盤変動, 日本火山
学会 2012年度秋季大会, A02-11, エコールみよた, 長野県. (謝辞なし). 
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山本圭吾 (2012), ALOS/PALSAR データによる桜島および口永良部島火山の地殻変
動, 京都大学防災研究所一般研究集会（24K-05）「SAR 研究の新時代に向けて」
京都大学防災研究所, 京都府. (謝辞あり). 

安田貴俊, 古屋正人 (2012),合成開口レーダーで捉えた西クンルン山脈の山岳氷河表
面速度場の多様性, 北海道大学低温科学研究所共同利用研究集会「氷河の流動お
よび変動に関する研究集会」, 北海道大学低温科学研究所, 北海道. (謝辞あり). 

安田貴俊, 古屋正人 (2012), 合成開口レーダーで捉えた西クンルン山脈の山岳氷河表
面速度場の多様性, 日本地球惑星科学連合 2012年大会, ACC32-02, 幕張メッセ, 
千葉県. (謝辞あり). 

安田貴俊, 古屋正人 (2012), 合成開口レーダーによる北西チベット高原西クンルン山
脈における氷河サージの観測, 雪氷研究大会（2012・福山）, A1-2, 福山市立大学, 
広島県. (謝辞あり). 

安田貴俊, 古屋正人 (2012), SAR ならび光学センサーによる西クンルン山脈におけ
る氷河サージの観測, 日本測地学会第 118回講演会, 61, 仙台市福祉プラザ, 宮城
県. (謝辞あり). 

 
4.4.2. 平成 25 年度（ABC 順に記載）	
 

阿部隆博, 古屋正人 (2013), ユーコン地域の氷河流動速度の冬期における加速：検出
とその解釈, 日本地球惑星科学連合2013年大会, ACC32-14, 幕張メッセ, 千葉県. 
(謝辞あり). 

有本美加, 福島洋, 橋本学, 高田陽一郎 (2013), ALOS/PALSAR データを用いた 
InSAR 時系列解析によるスマラン（インドネシア）の地盤沈下, 日本地球惑星科
学連合 2013年大会, STT57-03, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

安藤忍 (2013), 気象庁における SAR データを活用した地震・火山活動の把握と大気
補正手法について, 京都大学防災研究所特定研究集会（25C-01）日本列島変動マ
ッピング計画へ向けて-SAR が切り拓く地球人間圏科学の新展開-, 京都大学宇治
キャンパス黄檗プラザセミナー室, 京都府. (謝辞あり). 

土井浩一郎, 早河秀章, 青山雄一, 山之口勤, 中村和樹, 高岸且 (2013), 干渉合成開口
レーダーと GPS による氷流流速測定, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 
STT57-P02, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

福島洋 (2013), InSARによる活断層近傍の変動検出, 日本地震学会 2013年度秋季大
会, C31‒07, 神奈川県民ホール, 神奈川県. (謝辞なし). 
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福島洋, 堤浩之, Perez, Jeffrey S. (2013), レイテ島におけるフィリピン断層のクリー
プ変位, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, S-SS29-P09, 幕張メッセ, 千葉県. 
(謝辞なし). 

福田武博, 杉山慎, 澤柿教伸, 中村和樹 (2013), 南極・ラングホブデ氷河の末端位置・
流動速度・表面標高の変化, 雪氷研究大会（2013・北見）, A1-12, 北見工業大学, 
北海道. (謝辞なし). 

古屋正人（2013）, ユーコン地域の氷河流動の冬期加速について, 日本測地学会第 120
回講演会, 54, 国立極地研究所, 東京都. (謝辞あり). 

古屋正人, 安田貴俊 (2013), SAR による氷河変動の実態とメカニズムの解明, 京都大
学防災研究所特定研究集会（25C-01）日本列島変動マッピング計画へ向けて-SAR
が切り拓く地球人間圏科学の新展開-, 京都大学宇治キャンパス黄檗プラザセミナ
ー室, 京都府. (謝辞あり). 

古屋正人 (2013), ユーコンの氷河流動の季節変化: 冬期加速は普遍的か, 北海道大学
低温科学研究所共同利用研究集会「氷河の流動および変動に関する研究集会」, 北
海道大学低温科学研究所, 北海道. (謝辞あり). 

古屋正人 (2013), ユーコン地域表の冬期加速の要因について, 北海道大学低温科学研
究所共同利用研究集会「中低緯度地域における氷河・氷河湖に関する研究集会」, 
北海道大学低温科学研究所, 北海道. (謝辞あり). 

木下陽平, 清水慎吾, 古屋正人 (2013), InSAR で捉えた宮崎での局所的水蒸気シグナ
ルの再現実験, 日本測地学会第 120回講演会, 48, 国立極地研究所, 東京都. (謝辞
あり). 

木下陽平, 島田政信, 古屋正人 (2013), InSAR で見る局所的水蒸気シグナル, 京都大
学防災研究所特定研究集会（25C-01）日本列島変動マッピング計画へ向けて-SAR
が切り拓く地球人間圏科学の新展開-, 京都大学宇治キャンパス黄檗プラザセミナ
ー室, 京都府. (謝辞あり). 

木下陽平, 古屋正人 (2013), ALOS/PALSARデータから検出された日本国内での局所
的水蒸気シグナル, 日本地球惑星科学連合 2013, AAS23-P06, 幕張メッセ, 千葉
県. (謝辞なし). 

長谷川雄一, 田部井隆雄, 小澤拓 (2013), PS-InSAR 解析による伊豆大島における火
山性地殻変動の推定, 日本測地学会第 120回講演会, 56, 国立極地研究所, 東京都．
(謝辞なし). 
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橋本学 (2013), PALSARデータを利用した西南日本変動マップの作成, 日本地球惑星
科学連合 2013年大会, STT57-12, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

橋本学 (2013), 2010年ニュージーランド・ダーフィールド地震再訪, 日本地球惑星科
学連合 2013年大会, SSS29-15, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

橋本学 (2013), ALOS/PALSAR画像の Persistent Scatterer InSARで見えて来た京
都・大阪・奈良の変動, 日本測地学会第 120回講演会, 51, 国立極地研究所, 東京
都. (謝辞なし). 

宮城洋介, 小澤拓, 小園誠史, 島田政信（2013）, 霧島山新燃岳に対する, TerraSAR-X
データを用いた DInSAR/PSInSAR 解析, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 
STT57-04, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

宮城洋介, 小澤拓, 島田政信（2013）, X-band SAR衛星・Cosmo-SkyMedを利用し
た桜島のモニタリング, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, SVC48-P21, 幕張
メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

宮城洋介, 小澤拓, 小園誠史, 島田政信（2013）, TerraSAR-X/DInSARによって検出
された霧島山新燃岳火口内溶岩の体積増加, 日本火山学会 2013 年度秋季大会, 
A2-05, 猪苗代町体験交流館「学びいな」, 福島県. (謝辞なし). 

宮城洋介, 小澤拓, 小園誠史, 島田政信（2013）, TerraSAR-Xによって検出された霧
島山新燃岳の地殻変動, 日本測地学会第 120回講演会, 55, 国立極地研究所, 東京
都. (謝辞なし). 

森裕太, 中村和樹, 若林裕之 (2013), 合成開口レーダを使用した海氷物理量推定に関
する研究, 日本リモートセンシング学会第 55 回学術講演会, A07, 日本大学工学
部 50周年記念館, 福島県. (謝辞なし). 

武藤みなみ, 古屋正人 (2013), 南パタゴニア氷原の 8 つの氷河における流動速度と
末端位置の変動: 2002-2011年, 日本地球惑星科学連合 2013年大会, ACC32-P05, 
幕張メッセ, 千葉県. (謝辞あり). 

中村和樹, 舘山一孝, 長康平, 若林裕之 (2013), RADARSAT-2によるサロマ湖氷の観
測, 雪氷研究大会（2013・北見）, P1-21 北見工業大学, 北海道. (謝辞なし). 

中村和樹, 舘山一孝, 若林裕之 (2013), 多偏波CバンドSARによる薄い一年氷を模擬
したサロマ湖氷からの後方散乱, 日本リモートセンシング学会第 55 回学術講演
会, P49, 日本大学工学部 50周年記念館, 福島県. (謝辞なし). 
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小澤拓, 宮城洋介（2013）, 防災科研における InSAR解析ツールの開発, 日本地球惑
星科学連合 2013年大会, STT57-P03, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞なし). 

小澤拓（2013）, 防災科研における InSAR解析ツールの開発－その２－, 日本測地学
会第 120回講演会, P-7, 国立極地研究所, 東京都. (謝辞なし). 

小澤拓（2013）, 火山活動メカニズムの研究における SARへの期待, 京都大学防災研
究所特定研究集会（25C-01）日本列島変動マッピング計画へ向けて-SAR が切り
拓く地球人間圏科学の新展開-, 京都大学宇治キャンパス黄檗プラザセミナー室, 
京都府. (謝辞なし). 

高田陽一郎, 福島洋（2013）, 2011年東北地方太平洋沖地震に伴う火山性地殻変動と
地殻内高温物体, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, S-CG66-09, 幕張メッセ, 
千葉県. (謝辞なし). 

高田陽一郎, 福島洋（2013）, 巨大地震が火山に与える影響COMSOL CONFERENCE 
2013 TOKYO. (謝辞なし). 

高田陽一郎, 鷺谷威, 西村卓也（2013）, InSAR時系列解析と GPSデータを用いた跡
津川断層周辺の地殻変動の検出, 日本測地学会第120回講演会, 50, 国立極地研究
所, 東京都. (謝辞なし). 

高木朗充, 新堀敏基, 安藤忍, 福井敬一, 橋本明弘, 小司禎教 (2013), 気象庁非静力学
モデルを用いた対流圏補正による SAR干渉解析, 日本火山学会 2013年度秋季大
会, A2-06, 猪苗代町体験交流館「学びいな」, 福島県. (謝辞あり). 

田中明子, 三尾有年 (2013), 干渉 SAR 時系列解析によるチャオプラヤ河流域の地表
変動の検出, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, STT57-01, 幕張メッセ, 千葉
県. (謝辞なし). 

梅村宗太郎, 古屋正人（2013）, 合成開口レーダーで捉えたチンチョナ地震(Mw6.1,
コスタリカ)に伴う地殻変動と断層モデリング, 日本測地学会第 120回講演会, 49, 
国立極地研究所, 東京都. (謝辞あり). 

戸村嘉実, 中村和樹, 若林裕之 (2013), PALSAR多偏波データを使用した森林域の後
方散乱特性, 日本リモートセンシング学会第 55 回学術講演会, B07, 日本大学工
学部 50周年記念館, 福島県. (謝辞なし). 

堤浩之, 福島洋, Perez, Jeffrey S., Lienkaemper, James J. (2013), 現地調査と合成開
口レーダ干渉法によって明らかとなったレイテ島のフィリピン断層のクリープ変

位, 日本地球惑星科学連合 2013年大会, SSS29-P09, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞
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なし). 

齊藤敦, 古屋正人（2013）, InSAR を用いた釧路平野における局所的な水位および地
盤変動の検出, 日本地球惑星科学連合 2013年大会, STT57-P04, 幕張メッセ, 千
葉県. (謝辞あり). 

白幡雄大, 安田貴俊, 古屋正人 (2013), ALOS/PALSAR によるテンシャン山脈ポベ
ーダ- カン・テングリ山塊の山岳氷河表面速度の測定, 日本地球惑星科学連合 
2013年大会, ACC32-15, 幕張メッセ, 千葉県. (謝辞あり). 

山川紘一, 中村和樹, 若林裕之 (2013), PALSARデータを用いた恒久的散乱点の後方
散乱特性の解析, 日本リモートセンシング学会第 55 回学術講演会, A03, 日本大
学工学部 50周年記念館, 福島県. (謝辞なし). 

山之口勤, 土井浩一郎, 中村和樹, 青木茂, 澁谷和雄 (2013), PALSAR データを用い
た恒久的散乱点の後方散乱特性の解析, 日本リモートセンシング学会第 55 回学
術講演会, B05, 日本大学工学部 50周年記念館, 福島県. (謝辞なし). 

 
4.4.3. 平成 26 年度（ABC 順に記載）	
 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), サージ型氷河の静穏期における冬期加速:観測と解釈, 日
本測地学会第 122回講演会, 14, つくばサイエンスインフォメーションセンター, 
茨城県, 2014/11/5. (謝辞あり). 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), ユーコン周辺におけるサージ型氷河の季節変化：静穏期
の冬期加速とそのメカニズムについて, 日本地球惑星科学連合 2014 年大会, 
ACC31-11, パシフィコ横浜, 神奈川県, 2014/4/29. (謝辞あり). 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), 航空機高度計によるアラスカ/ユーコンにおける氷河表
面標高変化の測定 (2009-2012) -氷河サージに伴う末端の氷厚変化-, 雪氷研究大
会（2014・八戸）, P1-42, 八戸工業大学, 青森県, 2014/9/20. (謝辞あり). 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), ALOS/PALSAR で捉えたアラスカ/ユーコン山岳氷河の
時空間変動 -サージ型氷河の静穏期における冬期加速-, 第 5 回極域科学シンポジ
ウム, 国立極地研究所, 東京都, 2014/12/3. (謝辞あり). 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), サージ型氷河の静穏期における冬期加速, 東京大学地震
研究所特定共同研究 B「SARを用いた地殻変動研究」東京大学地震研究所-宇宙航
空研究開発機構共同研究「ALOS-2/PALSAR-2(ALOS/PALSAR)干渉処理による
地震火山活動等に関する地殻変動の検出とその高精度化」成果報告会, 東京大学
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地震研究所, 東京都, 2014/9/17. (謝辞あり). 

阿部隆博, 古屋正人 (2014), 衛星データで見るサージ型氷河の時空間変動, 北海道大
学低温科学研究所共同利用研究集会「氷河の流動および変動に関する研究集会」, 
北海道大学低温科学研究所, 北海道, 2014/11/19. (謝辞あり). 

安藤忍 (2014), InSAR時系列解析を用いたNyamuragira火山地域における地殻変動, 
日本火山学会 2014年度秋季大会, P2-40, 福岡大学, 福岡県, 2014/11/3. (謝辞あ
り). 

安藤忍, 岩切一宏, 青木元 (2014), 干渉SARによる東海地域の定常的な地殻変動解析, 
日本地球惑星科学連合 2014 年大会, STT59-P05, パシフィコ横浜, 神奈川県, 
2014/4/29. (謝辞あり). 

安藤忍, 迫田浩司, 岩切一宏 (2014), 御前崎周辺における差分干渉画像解析のスタッ
キング結果について, 東京大学地震研究所特定共同研究 B「SARを用いた地殻変
動 研 究 」 東 京 大 学 地 震 研 究 所 - 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 共 同 研 究
「ALOS-2/PALSAR-2(ALOS/PALSAR)干渉処理による地震火山活動等に関する
地殻変動の検出とその高精度化」成果報告会, 東京大学地震研究所, 東京都, 
2014/9/17. (謝辞あり). 

安藤忍, 高木朗充 (2014), InSAR 時系列解析を用いた Mayon 火山周辺における地殻
変動, 日本測地学会第 122回講演会, P-5, つくばサイエンスインフォメーション
センター, 茨城県, 2014/11/5. (謝辞あり). 
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4.5. 卒業論文・修士論文・博士論文	
 

4.5.1. 平成 24 年度（大学順（北から），博士，修士，卒業論文順，ABC 順に記載）	
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earthquakes (M6.5 and M6.2), 北海道大学理学院自然史科学専攻，2012年度修
論文. (謝辞あり).  

白幡雄大, ALOS/PALSARを用いた西クンルン山脈とテンシャン山脈の山岳氷河流動
の検出, 北海道大学理学部, 2012年度卒業論文. (謝辞あり). 

齋藤敦, InSAR を用いた根釧平野における局所的な水位および地盤変動の検出, 北海
道大学理学部, 2012年度卒業論文. (謝辞あり). 

大下佑也, 干渉 SAR時系列解析による 2008年岩手・宮城内陸地震の余効変動に関す
る研究, 東北大学大学院理学研究科地球物理学専攻, 2012年度修士論文. (謝辞あ
り). 

東大輔, PALSAR モザイクデータを使用した南極氷床の後方散乱特性に関する研究, 
日本大学工学研究科情報工学専攻, 2012年度修士論文. (謝辞なし). 

橋本幸香, 無人航空機写真を用いた猪苗代湖沈水植物の検出, 日本大学工学部情報工
学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

猪股誠志, 温室効果ガスと地球環境の関係性についての研究, 日本大学工学部情報工
学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

逸見康彦, 福島県山岳地域における放射線量推移の可視化, 日本大学工学部情報工学
科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

菊池晃利, エルニーニョ・ラニーニャ現象によるクロロフィル濃度の推移, 日本大学工
学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

國井晴奈, 福島県の活火山における変位観測と火山間の応答特性, 日本大学工学部情
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報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

中川健人, UAVによる空中写真測量の精度評価, 日本大学工学部情報工学科, 2012年
度卒業論文. (謝辞なし). 

二川凌, LANDSAT データと空中写真を用いた土地被覆分類による環境変化解析, 日
本大学工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

荻野拓也, 白瀬氷河の流速変化と周辺環境による影響評価, 日本大学工学部情報工学
科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

小川裕也, MODISを用いた東京湾におけるクロロフィル濃度算出の精度検証, 日本大
学工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

齋藤詢, UAV を用いた土地被覆の違いによる高度と空間放射線量の関係, 日本大学工
学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

佐々木大, ホルチン砂漠の緑地面積と降水量の関係, 日本大学工学部情報工学科, 
2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

佐藤亜舞, ASTER データと MODIS データによる猪苗代湖のクロロフィルａ濃度と
COD推定, 日本大学工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

佐藤充, 猪苗代湖北部水域におけるヨシの分布と周辺環境の変化, 日本大学工学部情
報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

高林宏明, 針葉樹と広葉樹における後方散乱特性の関係, 日本大学学部情報工学科, 
2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

武井雄太郎, LANDSAT を用いた霞ヶ浦の白濁によるプランクトン分布の変化, 日本
大学工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

滝田千尋, ArcGISを使った埼玉県と隣接県の気温分布図作成と気温変化に関する研究, 
日本大学工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

内田翔, 福島原子力発電所事故に伴う放射線量と福島県人口との相関解析, 日本大学
工学部情報工学科, 2012年度卒業論文. (謝辞なし). 

 
4.5.2. 平成 25 年度（大学順（北から），博士，修士，卒業論文順，ABC 順に記載）	
 

木下陽平, 数値気象モデルを用いた InSARにおける水蒸気遅延シグナルの測地学的・
気象学的研究, 北海道大学理学院自然史科学専攻, 2013年度博士論文. (謝辞あり). 
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姫松裕志, SARで検出したタンザニアの群発地震に伴う地殻変動とその発生メカニズ
ムについて, 北海道大学理学部, 2013年度卒業論文. (謝辞あり). 

小沼義季, ALOS/PALSARを用いたSvalbard, Novaya Zemlyaにおける氷河の流動速
度の検出, 北海道大学理学部, 2013年度卒業論文. (謝辞あり). 

森裕太, 合成開口レーダを使用した海氷物理量推定に関する研究, 日本大学工学研究
科情報工学専攻, 2013年度修士論文. (謝辞なし). 

戸村嘉実, PALSAR 多偏波データを使用した森林域の後方散乱特性, 日本大学工学研
究科情報工学専攻, 2013年度修士論文. (謝辞なし). 

山川紘一, PALSAR データを用いた恒久的散乱点の後方散乱特性の解析, 日本大学工
学研究科情報工学専攻, 2013年度修士論文. (謝辞なし). 

青木和也, 郡山市の都市計画に基づく土地利用の変化, 日本大学工学部情報工学科, 
2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

趙志堅, 2008年中国四川省 7.9級地震におけるALOS/PALSAR, AVNIR-2, PRISMデ
ータを用いた斜面崩壊の検出, 日本大学工学部情報工学科, 2013 年度卒業論文. 
(謝辞なし). 

後藤友哉, 都市部の温室効果ガス増加と関連する要素の研究, 日本大学工学部情報工
学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

本田宗之, ロンドンオリンピック開催地周辺の環境の変化, 日本大学工学部情報工学
科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

五十嵐早季, 新潟福島豪雨における被害の推測, 日本大学工学部情報工学科, 2013 年
度卒業論文. (謝辞なし). 

小嶋晃司, 干渉 SARを用いた吾妻山における地殻変動解析, 日本大学工学部情報工学
科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

松尾典之, QGISを用いた福島県内における大雨の出現分布と降水量の変化解析, 日本
大学工学部情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

水野奨也, 東京 23 区における緑被率の変化とヒートアイランド現象緩和効果の検証, 
日本大学工学部情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

並木拓也, MODIS衛星画像を用いた海水温度と漁獲量との関係, 日本大学工学部情報
工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 
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二瓶潤弥, 森林破壊による土地変化, 日本大学工学部情報工学科, 2013年度卒業論文. 
(謝辞なし). 

西戸義博, PALSAR データを用いたツンドラ湖氷の後方散乱特性, 日本大学工学部情
報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

齋藤隆, Landsat による世界遺産登録前後の環境変化抽出, 日本大学工学部情報工学
科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

佐藤晴樹, LANDSATによる変色海水の観測, 日本大学工学部情報工学科, 2013年度
卒業論文. (謝辞なし). 

佐藤緑, 太陽の活動が引き起こす現象と地震の関連性について, 日本大学工学部情報
工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

篠崎圭祐, 南アフリカにおけるサッカーW 杯前後の土地利用の変化, 日本大学工学部
情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

武田佑太, GOCIとMODISを用いた猪苗代湖の水質環境観測の比較, 日本大学工学部
情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

田中智之, デジタルカメラを用いた反射率推定の研究, 日本大学工学部情報工学科, 
2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

圓谷健太郎, MODISを使用した東京湾における赤潮の波長特性の解析, 日本大学工学
部情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

藁谷歩, 猪苗代湖における水生植物と濁度の関連性, 日本大学工学部情報工学科, 
2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

矢吹健太朗, MODIS と LANDSAT を用いた水域の環境観測, 日本大学工学部情報工
学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

安田幸貴, GIS を用いた東日本大震災によるいわき市の津波被害の解析, 日本大学工
学部情報工学科, 2013年度卒業論文. (謝辞なし). 

長谷川雄一, PS-InSAR 法による伊豆大島の地殻変動の検出と火山性変動減の推定, 
高知大学総合人間自然科学研究科, 2013年度修士論文. (謝辞あり). 

 
4.5.3. 平成 26 年度（大学順（北から），博士，修士，卒業論文順，ABC 順に記載）	
 

安田貴俊 , Glacier Surge Dynamics at the West Kunlun Shan inferred from 
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Satellite Remote Sensing, 北海道大学理学院自然史科学専攻, 2014年度博士論
文. (謝辞あり). 

梅村宗太郎, 合成開口レーダーで捉えた Cinchona 地震(Mw6.1, コスタリカ) に伴う
地震時地殻変動と地すべりシグナル, 北海道大学理学院自然史科学専攻, 2014 年
度修士論文. (謝辞あり).  

小原卓也, 小型UAVを用いた近接リモートセンシング観測システムの開発, 日本大学
工学研究科情報工学専攻, 2014年度修士論文. (謝辞なし). 

鈴木貴斗, InSARを用いた中緯度スポラディック Eの検出, 北海道大学理学部地球惑
星科学科, 2014年度卒業論文. (謝辞あり). 

馬場貴大, 小型 UAV と Android 端末を用いた樹高測定, 日本大学工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

春井拓人, Landsat8から推定した福島県内の緑被率と地価の相関解析, 日本大学工学
部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

長谷川匡, 小型UAVとRaspberryPiを用いた樹木材積量の推定, 日本大学工学部情報
工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

初澤基, 地上および衛星観測によるイネとソバの NDVI 解析, 日本大学工学部情報工
学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

池浦友亮, C バンド合成開口レーダを用いたツンドラ湖氷モニタリング, 日本大学工
学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

石川晃大, NDVI を使用した松川浦周辺の水田への津波被害評価, 日本大学工学部情
報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

木村健人, 衛星画像から推定した青森市の土地被覆の変遷, 日本大学工学部情報工学
科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

小山航平, Aquaおよび GCOM-Wの積雪プロダクトによる日本列島の積雪分布, 日本
大学工学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

宮田和尚, Landsat7 を用いた桜島火口部の温度推定, 日本大学工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

二宮貴哉, 青森県内の冬期気温変化と降雪量との関係, 日本大学工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 
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西川光海, 福島県における原子力発電所事故に伴う放射線量と人口との相関解析, 日
本大学工学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

齋藤悠, 地上観測と衛星観測による温室効果ガスの比較, 日本大学工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

高橋中, 岩手県北上市の人口増加と工業化の関連性, 日本大学工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

高橋亮介, 人工衛星から見る鬼怒川温泉周辺の環境変化と観光客の推移, 日本大学工
学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

高橋有真, 衛星画像を用いた茨城県の土地利用変化抽出, 日本大学,工学部情報工学科, 
2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

滝田啓介, 正規化雪指数を使用した福島県内の積雪分布推定, 日本大学工学部情報工
学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

照井敬晶, 小型UAVとRaspberryPiを用いたモニタリングシステムの開発, 日本大学
工学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

豊田淳, Lバンド干渉 SARにおけるコヒーレンス特性の解析, 日本大学工学部情報工
学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

八鍬杏平, GPU を用いた人工衛星画像解析の並列化手法の提案, 日本大学工学部情報
工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

横坂篤, MODISから推定した海面水温およびクロロフィルと漁獲量との関係, 日本大
学工学部情報工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

四方田敏則, 主成分分析による旧東ドイツの土地利用変化抽出, 日本大学工学部情報
工学科, 2014年度卒業論文. (謝辞なし). 

橋本彬正, 干渉 SARを用いた九重連山における地殻変動の時系列解析, 鹿児島大学理
学部地球環境科学科, 2014年度卒業論文. (謝辞あり). 
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4.6. 地震予知連絡会・火山噴火予知連絡会・地震調査委員会への資料提供	
 

4.6.1. 平成 24 年度（ABC 順に掲載）	
 
該当なし． 

 
4.6.2. 平成 25 年度（ABC 順に掲載）	
 

防災科学技術研究所 (2013), 八甲田山に関する PALSAR 干渉解析, 第 127 回火山噴
火予知連絡会本会議資料. (謝辞あり). 

 
4.6.3. 平成 26 年度（ABC 順に掲載）	
 

防災科学技術研究所 (2014), TerraSAR-X 及び TanDEM-X（DLR）強度画像による
霧島山・新燃岳モニタリング（2014年 3月～2014年 4月）, 第 129回火山噴火
予知連絡会本会議資料, 2014年 6月 3日. (謝辞あり). 

防災科学技術研究所 (2014), PALSAR/InSAR解析による口永良部島の 2007-2011年
の地殻変動, 火山噴火予知連絡会拡大幹事会資料, 2014年 8月 8日. (謝辞あり). 

防災科学技術研究所 (2014), SAR干渉解析による口永良部島の地殻変動, 第 130回火
山噴火予知連絡会本会議資料, 2014年 10月 23日. (謝辞あり). 

気象研究所 (2014), ALOS/PALSAR及びALOS-2/PALSAR-2データを使った SAR干
渉解析による御嶽山周辺の地殻変動, 第 130 回火山噴火予知連絡会本会議資料, 
2014年 10月 23日. (謝辞あり). 

気象研究所 (2015), ALOS/PALSAR データを使った InSAR 時系列解析結果, 第 131
回火山噴火予知連絡会本会議資料, 2015年 2月 24日. (謝辞あり). 
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5. 特定共同研究 B（2012-B−01）参加者リスト	
 

5.1. 平成 24 年度	
 

No	
 氏	
 名	
 所属機関	
 職	
 名	
 備	
 考	
 

1	
 福島	
 洋	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 研究代表者	
 

2	
 青木	
 陽介	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 所内担当教員	
 

3	
 古屋	
 正人	
 北海道大学	
 准教授	
 	
 

4	
 高橋	
 浩晃	
 北海道大学	
 准教授	
 	
 

5	
 村上	
 亮	
 北海道大学	
 教授	
 	
 

6	
 奥山	
 哲	
 北海道大学	
 研究員	
 	
 

7	
 安田	
 貴俊	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

8	
 孫	
 碩帥	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

9	
 木下	
 陽平	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

10	
 阿部	
 隆博	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

11	
 太田	
 雄策	
 東北大学	
 助教	
 	
 

13	
 小澤	
 拓	
 防災科学技術研究所	
 主任研究員	
 	
 

14	
 宮城	
 洋介	
 宇宙航空研究開発機構	
 招聘研究員	
 	
 

12	
 田中	
 明子	
 産業技術総合研究所	
 主任研究員	
 	
 

15	
 中村	
 和樹	
 産業技術総合研究所	
 特別研究員	
 	
 

16	
 三尾	
 有年	
 産業技術総合研究所	
 客員研究員	
 	
 

17	
 高木	
 朗充	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

18	
 鬼澤	
 真也	
 気象研究所	
 研究官	
 	
 

19	
 上野	
 寛	
 	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

20	
 齋藤	
 誠	
 気象庁	
 地震情報企画官	
 	
 

25	
 平	
 祐太郎	
 気象庁	
 調査官	
 	
 

26	
 近澤	
 心	
 気象庁	
 
火山地殻変動技術係

長	
 
	
 

24	
 藤原	
 みどり	
 気象庁	
 技術専門官	
 	
 

23	
 長尾	
 潤	
 気象庁	
 技官	
 	
 

22	
 岩切	
 一宏	
 気象庁	
 震源過程調査係長	
 	
 

21	
 飯野	
 英樹	
 気象庁	
 地震防災係長	
 	
 

27	
 原田	
 昌武	
 神奈川県温泉地学研究所	
 技師	
 	
 

28	
 平松	
 良浩	
 金沢大学	
 准教授	
 	
 

29	
 田中	
 俊行	
 東濃地震科学研究所	
 主任研究員	
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30	
 橋本	
 学	
 京都大学防災研究所	
 教授	
 	
 

31	
 松波	
 孝治	
 京都大学防災研究所	
 准教授	
 	
 

32	
 山本	
 圭吾	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

33	
 齋藤	
 隆志	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

34	
 高田	
 陽一郎	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

35	
 田部井	
 隆雄	
 高知大学	
 教授	
 	
 

36	
 長谷川	
 雄一	
 高知大学	
 大学院生	
 	
 

37	
 大村	
 誠	
 高知県立大学	
 教授	
 	
 

38	
 松島	
 健	
 九州大学	
 准教授	
 	
 

39	
 小林	
 茂樹	
 東海大学	
 准教授	
 	
 

40	
 中尾	
 茂	
 鹿児島大学	
 准教授	
 	
 

 

5.2. 平成 25 年度	
 

No	
 氏	
 名	
 所属機関	
 職	
 名	
 備	
 考	
 

1	
 福島	
 洋	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 研究代表者	
 

2	
 青木	
 陽介	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 所内担当教員	
 

3	
 古屋	
 正人	
 北海道大学	
 教授	
 	
 

4	
 木下	
 陽平	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

5	
 高橋	
 浩晃	
 北海道大学	
 准教授	
 	
 

6	
 安田	
 貴俊	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

7	
 太田	
 雄策	
 東北大学	
 助教	
 	
 

8	
 小澤	
 拓	
 防災科学技術研究所	
 主任研究員	
 	
 

9	
 宮城	
 洋介	
 防災科学技術研究所	
 契約研究員	
 	
 

10	
 田中	
 明子	
 産業技術総合研究所	
 主任研究員	
 	
 

11	
 藤井	
 直之	
 産業技術総合研究所	
 産学官制度来所者	
 	
 

12	
 三尾	
 有年	
 産業技術総合研究所	
 産学官制度来所者	
 	
 

13	
 中村	
 和樹	
 産業技術総合研究所	
 産学官制度来所者	
 	
 

14	
 高木	
 朗充	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

15	
 上野	
 寛	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

16	
 安藤	
 忍	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

17	
 舟崎	
 淳	
 気象庁	
 火山対策官	
 	
 

18	
 中村	
 政道	
 気象庁	
 調査官	
 	
 

19	
 近澤	
 心	
 気象庁	
 火山課火山地殻変動 	
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技術係長	
 

20	
 三浦	
 優司	
 気象庁	
 技術専門官	
 	
 

21	
 
長尾	
 潤	
 気象庁	
 

火山課火山監視・情報

センター技官	
 
	
 

22	
 
岩切	
 一宏	
 気象庁	
 

地震予知情報課震源

過程調査係長	
 
	
 

23	
 藤田	
 健一	
 気象庁	
 多成分歪解析係	
 	
 

24	
 及川	
 純	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 	
 

25	
 田中	
 愛幸	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 	
 

26	
 土井	
 浩一郎	
 極地研究所	
 准教授	
 	
 

27	
 原田	
 昌武	
 神奈川県温泉地学研究所	
 技師	
 	
 

28	
 平松	
 良浩	
 金沢大学	
 准教授	
 	
 

29	
 鬼頭	
 雄也	
 金沢大学	
 大学院生	
 	
 

30	
 田中	
 俊行	
 東濃地震科学研究所	
 主任研究員	
 	
 

31	
 鷺谷	
 威	
 名古屋大学	
 教授	
 	
 

32	
 伊藤	
 武男	
 名古屋大学	
 助教	
 	
 

33	
 Meneses	
 

Gutierrez	
 

Angela	
 del	
 

Valle	
 

名古屋大学	
 大学院生	
 	
 

34	
 齊藤	
 隆志	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

35	
 橋本	
 学	
 京都大学防災研究所	
 教授	
 	
 

36	
 高田	
 陽一郎	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

37	
 山本	
 圭吾	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

38	
 大村	
 誠	
 高知県立大学	
 教授	
 	
 

39	
 田部井	
 隆雄	
 高知大学	
 教授	
 	
 

40	
 長谷川	
 雄一	
 高知大学	
 大学院生	
 	
 

41	
 松島	
 健	
 九州大学	
 准教授	
 	
 

42	
 小林	
 茂樹	
 東海大学	
 准教授	
 	
 

43	
 中尾	
 茂	
 鹿児島大学	
 准教授	
 	
 

 

5.3. 平成 26 年度	
 

No	
 氏	
 名	
 所属機関	
 職	
 名	
 備	
 考	
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1	
 安藤	
 忍	
 気象研究所	
 主任研究官	
 研究代表者	
 

2	
 青木	
 陽介	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 所内担当教員	
 

3	
 古屋	
 正人	
 北海道大学	
 教授	
 	
 

4	
 木下	
 陽平	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

5	
 
ウスマン	
 ム

ハマド	
 
北海道大学	
 大学院生	
 	
 

6	
 安田	
 貴俊	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

8	
 梅村	
 宗太郎	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

9	
 阿部	
 隆博	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

10	
 前田	
 準	
 北海道大学	
 大学院生	
 	
 

11	
 姫松	
 裕志	
 北海道大学	
 学生	
 	
 

12	
 小沼	
 義季	
 北海道大学	
 学生	
 	
 

13	
 高橋	
 浩晃	
 北海道大学	
 准教授	
 	
 

14	
 三浦	
 哲	
 東北大学	
 教授	
 	
 

15	
 太田	
 雄策	
 東北大学	
 助教	
 	
 

16	
 中村	
 和樹	
 日本大学	
 准教授	
 	
 

17	
 小澤	
 拓	
 防災科学技術研究所	
 主任研究員	
 	
 

18	
 宮城	
 洋介	
 防災科学技術研究所	
 契約研究員	
 	
 

19	
 田中	
 明子	
 産業技術総合研究所	
 主任研究員	
 	
 

20	
 藤井	
 直之	
 産業技術総合研究所	
 産学官制度来所者	
 	
 

21	
 高木	
 朗充	
 気象研究所	
 主任研究官	
 	
 

22	
 松森	
 敏幸	
 気象庁	
 火山課火山対策官	
 	
 

26	
 鬼澤	
 真也	
 気象庁	
 火山課調査官	
 	
 

23	
 三浦	
 優司	
 気象庁	
 
火山課火山地殻変

動技術係長	
 
	
 

25	
 中橋	
 正樹	
 気象庁	
 
火山課火山監視・

情報センター技官	
 
	
 

22	
 長尾	
 潤	
 気象庁	
 
火山課火山監視・

情報センター技官	
 
	
 

27	
 迫田	
 浩司	
 気象庁	
 
地震予知情報課震

源過程調査係長	
 
	
 

28	
 田中	
 愛幸	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 	
 

29	
 及川	
 純	
 東京大学地震研究所	
 助教	
 	
 

30	
 土井	
 浩一郎	
 極地研究所	
 准教授	
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31	
 原田	
 昌武	
 神奈川県温泉地学研究所	
 技師	
 	
 

32	
 道家	
 涼介	
 神奈川県温泉地学研究所	
 技師	
 	
 

33	
 平松	
 良浩	
 金沢大学	
 准教授	
 	
 

34	
 鬼頭	
 雄也 金沢大学 大学院生 	
 

35	
 鷺谷	
 威	
 名古屋大学	
 教授	
 	
 

36	
 

Meneses	
 

Gutierrez	
 

Angela	
 del	
 

Valle	
 

名古屋大学	
 大学院生	
 	
 

37	
 田中	
 俊行	
 東濃地震科学研究所	
 主任研究員	
 	
 

38	
 橋本	
 学	
 京都大学防災研究所	
 教授	
 	
 

39	
 高田	
 陽一郎	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

40	
 齊藤	
 隆志	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

41	
 山本	
 圭吾	
 京都大学防災研究所	
 助教	
 	
 

42	
 田部井	
 隆雄	
 高知大学	
 教授	
 	
 

43	
 大村	
 誠	
 高知県立大学	
 教授	
 	
 

44	
 松島	
 健	
 九州大学	
 准教授	
 	
 

45	
 小林	
 茂樹	
 東海大学	
 准教授	
 	
 

46	
 中尾	
 茂	
 鹿児島大学 准教授 	
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6. 総括と今後の展望	
 

2014 年 9 月 16 日に開催された成果報告会では，最初に島田政信博士（JAXA）によ
り 5月に打ち上げられた ALOS-2で得られた最新結果及び現在の稼働状況について特別
講演を頂いた．それによれば，ALOS-2 の運用状況は良好で，打ち上げ後の校正検証期
間を経て 8 月以降順次ベースマップの取得が行われており，予定通り 11 月下旬頃には
一般提供が開始される旨報告を頂いた．続いて，地盤沈下，火山，地震，氷河，解析技

術のセッションについて最近の解析結果やレビュー等が行われ，バンコク，京阪神，鹿

児島・宮崎県境，御前崎周辺における地盤変動の時系列解析，インドネシア泥火山や霧

島山、桜島、口永良部島等の国内の活火山周辺における地殻変動解析，また，パキスタ

ンの地震や非地震性、地震間の解析，さらに，氷河についての解析結果等が報告された．

また，従来から SAR干渉解析において問題となっている水蒸気遅延に関する考察の発表
や，第二章で触れた SAR解析ソフトの紹介の発表もあった．最後に本研究課題を基盤に
し，さらに研究を深化させるために，今後は分野間交流も視野にいれた大型研究などへ

の応募を模索するなど今後の SAR研究の方向性について議論され閉会となった（各成果
の詳細は別紙スライド集を参照）． 
国産のSAR衛星は，2011年 5月にALOSが運用停止して以降，2014年 5月にALOS-2
が打ち上げられるまで運用されていなかった．さらに，ALOS-2 のデータ提供開始時期
を考慮すると，本研究期間（平成 24年度から 26年度）は，ほとんどリアルタイムのデ
ータ提供・解析は不可能だったといえる．それにも関わらず，第四章に記載したとおり，

第一期，二期に劣らぬ非常に多くの研究成果が報告された．これは，SAR干渉手法によ
る解析が地殻変動研究分野において，非常に重要かつ有用な位置付けであることを示し

ており、またその可能性を示している結果といえる．以下に，本研究期間で特筆すべき

ことを挙げる．ひとつ目は，SAR干渉解析手法の進化である．従来の差分干渉解析主体
の解析手法から，近年では多くの SARデータを一度に解析する時系列解析手法が主流と
なってきた．本課題の取組においても，第二期での開催を含めると，通算 3回の時系列
解析手法関連の講習会を実施してきた．本課題の参加機関において，解析対象は異なる

が，講習会等を通じて会得した解析を適用し，着実に成果が報告されてきている．二つ

目は，解析対象の多様化である．第一期では，地震や火山噴火前後の報告が主流だった

が，第二期、第三期とその対象は，氷河や地盤沈下などにも利用され，着実に多くの成

果が報告されている．特に，非常に微細な時空間変動が対象の場合が多い地盤変動につ

いては，先に触れた時系列変化解析手法の活用なくしては得られない．三つ目に，解析

ソフトウェアの開発である．これは一部の研究者による力が非常に大きいが，本課題参

加者には優先的に利用許可の配慮を頂くなど，SAR解析研究者の裾野を広げるという観
点からも，非常に貢献度が高く，非常に重要な成果であるといえる．従来から指摘され

ていたように，SAR干渉解析は高額なデータ、高額なソフトウェアであるがために、な
かなか利用者の拡大が果たせなかったが，前者については，第一期、二期を通じて PIXEL
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で蓄積された多くのアーカイブデータを利用することにより環境が整備されつつある．

実際，本研究課題期間においては，1 件の博士論文，2 件の修士論文，23 件の卒業論文
が報告されており，着実に裾野は拡大している．この度，国産の SAR解析ソフトウェア
の開発がなされたことにより，後者についてのハードルも下がり，誰もが研究のために，

誰もが新たなアルゴリズムの研究開発に利用できる環境が整いつつあり，これまで以上

に新たな SAR干渉解析者の育成に貢献するであろう． 
これまで述べてきたように，本課題研究期間においても，SAR干渉解析分野の成果は
着実に挙げられてきたといえる．しかしながら，研究は一朝一夕にして成立するもので

はなく，今後も継続した研究が重要である．特に、ALOS-2 の打ち上げが，当初予定よ
りも遅れたことにより，本研究期間での報告はごく一部に限られた．今後は ALOS-2の
解析も積極的に行われ，新たな知見及び課題が報告されるであろう．地殻変動研究にお

いて L バンド SAR は重要であるとの認識にも関わらず，JERS−1 から ALOS，ALOS
から ALOS-2がそうであったように，継続的な運用がなされてこなかった．本枠組みと
は異なるが，JAXA主催の次世代 SAR利用検討会なども開催され，関係者によって今後
の SAR衛星の活用方法や運用について議論が始まっている．本課題研究に参加している
メンバー（＝PIXEL グループメンバー）は，積極的にこれらの会議に出席し，SAR 干
渉解析分野の将来についても意見を挙げていく必要がある． 
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